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1.6 海流、波高の長期変動

1.6.1 親潮の長期変化

親潮は、例年 1月頃から本州東岸に沿って南下す

るようになり、4 月頃最も南に張り出して宮城県沖

付近まで達する。時には茨城県沖まで達することが

ある。その後は次第に南下の度合いは弱まり、通常

11 月から 12 月頃には釧路沖付近まで後退する。こ

のような季節変化は、主に冬の季節風によって親潮

の南下が促進されるために起きると考えられてい

る。

親潮の南限位置は 3 年前後の時間スケールで北

偏・南下を繰り返している(図 1.6.1-1 赤実線)。

また、最近の 29 年間(1981 年～2009 年)の南限位置

の平均は、その前の 20年間(1961 年～1980 年)の南

限位置の平均値と比べ、北緯 40度 10 分付近から北

緯39度20分付近へと南下の傾向にある(図1.6.1-1

青実線)。

1961 年から 2009 年までの期間を対象に、親潮の

南下が著しい上位10例(表1.6.1-1)について調べた

ところ、最も南下が著しかったのは 1984 年 3 月の

北緯 36度 15 分付近で、第 2位も同年 4 月で北緯 36

度 25 分付近に達した。上位 10例中 3月が 5例、次

いで 4月が 3例と、顕著な南下は春先に多くおこっ

ていた。

親潮域の面積は、南限位置の変動と同様に、3 年

前後の時間スケールで拡大・縮小を繰り返している

(図 1.6.1-2 青実線)。また、最近の 29年間(1981 年

～2009年)の面積の平均値は、その前の20年間(1961

～1980 年)の平均値と比較すると、7.2×104km2から

9.4×104 km2へと増大の傾向にある(図 1.6.1-2 赤実

線)。

1961 年から 2009 年までの期間でみると、親潮の

南限位置の南下傾向に対応して親潮域の面積は増

大していた。

気象庁では、短期的な気象の変化の影響が及びにくいと考えられる水深 100m の水温で、5℃以下

の領域を親潮と定義している。親潮の南下や広がりの状況は「東経 140 度から 148 度、北緯 43度以

南」の海域を対象として監視している。親潮の分布状況は、観測データに基づく解析図(左図)や人

工衛星による海面水温画像(右図)で確認することができる。

観測データに基づく 100m 深水温解析図 人工衛星による海面水温画像

親潮の監視
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図 1.6.1-2 親潮域面積(月平均)の推移

黒実線は月ごとの値、青実線は 13か月移動平均、赤実線は 1961 年～1980 年および

1981 年～2009 年の平均値を示す。

表 1.6.1-1 1961 年から 2009 年の親潮南限位置の月平均緯度上位 10例

順 位 年 月 南限位置 順 位 年 月 南限位置

第1位 1984年3月 北緯36度15分 第6位 2005年3月 北緯36度41分

第2位 1984年4月 北緯36度25分 第7位 1963年3月 北緯36度43分

第3位 1984年6月 北緯36度26分 第8位 1977年3月 北緯36度49分

第4位 1986年4月 北緯36度31分 第9位 2004年3月 北緯36度55分

第5位 1984年5月 北緯36度37分 第10位 1978年4月 北緯36度56分

図 1.6.1-1 親潮南限位置(月平均)の推移

黒実線は月ごとの値、赤実線は 13か月移動平均、青実線は 1961 年～1980 年および

1981 年～2009 年の平均値を示す。
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1.6.2 松前沿岸の波高の長期変化

ここでは、気象庁が観測している松前沿岸波浪計

の 1979 年から 2009 年までの 31 年間の観測による

有義波高(以下、｢波高｣という。)の変化を調べた(波

浪計設置点を図 1.6.2-1 に示す)。途中、1986 年 10

月 28 日から 1987 年 3 月 19 日は観測を休止してい

る。

期間が短いことから、およそ 10 年毎に平均した

波高で比較を行った。比較には各年・季節の平均波

高と 31 年間の平均波高との偏差を用いた。各期間

は前期(1979年～1988年)、中期(1989年～1998年)、

後期(1999 年～2009 年)とした。

波高の変化を図 1.6.2-2 に示す。各季節の 31 年

間の平均波高は、冬季(12～2 月)に高く、夏季(6～8

月)に低い。

およそ 10 年毎の平均波高は、通年ではほとんど

変化がみられないが、季節別では、冬季は中期に低

く、夏季は中期に高くなっている。春季(3～5 月)

は後期で高く、秋季(9～11 月)は後期で低かった。

波浪計波浪計

図 1.6.2-1 松前波浪計設置点

図 1.6.2-2 松前沿岸における年平均波高の推移

緑線は 1979 年～1988 年、1989 年～1998 年､1999 年～2009 年の平均値を示す。
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波高 3 m 以上の出現頻度をみると、冬季に割合が

高く、夏季に低い (図 1.6.2-3)。

およそ 10 年毎の 3 m 以上の波高の出現頻度は、

通年では後期に僅かに高くなっている。季節別

では、冬季の中期で低く、春季の後期と秋季の前期

で高くなっている。

図 1.6.2-3 有義波高 3m以上の出現頻度の推移

赤線は 1979 年～1988 年、1989 年～1998 年､1999 年～2009 年の平均値を示す。

⇓ は欠測であることを示す。


